ネネ だ た たび 、 そ の 時 が 訪れ まし た 。 モ ル シ オ が 新しい 答え を 示し た の で す 。 
半 に 「 設 車 』 で ある こま を 超え て 、 クル マ と いう 機械 が 実現 で きる 最高 レ ペ ル の 
満足 を 人 々 に 届け る こと 。 考 え うる 限り の 社会 的 責任 を 
確実 に 果たし て い 〈 こ ほ 上 。 セ モル シオ が 、 世 界 に 向かっ て 提示 し た 
その よう な 理想 と 使命 は 、 き 6 に 深 《、 よ り 確か に 貫 か れる こと に な り ま し た 。 
「 世 界 基 準 」 ょ 評 き れ た 一 友 の み クルマ が 、 あ ら た め て 確認 し た こと は 
絶え 間 な 完全 を 求め 続け て い (姿勢 。 自 ら を 勝 き 抜 \ を その 日 々 の 中 で 、 


モル シオ は 多く の 高級 車 た も が 探 し 続け た 境地 に 、 た だ ひ ほ り 、 た どり 著 こ うと し て いま す 。 


The relentless pursuit of perfection 
(完全 へ の 、 あ (な き 追 求 。) 


クル マ づ くり の 常識 を 疑う こと 。 を し て 、 自 ら が 既成 概念 を 打ち 破っ て いく こと 。 
そこ まで 厳し く 律 し な い 限り 、 世 界 の 目標 し な る よう な クル マ は 生ま れ 得 な い 。 
また 、「 完 全 」 に 限り な く 近 づく こと も で き な い 。 す べ て は 、 そ の 信念 か ら 始 まり まし た 。 


開発 に は 、 柔 軟 な 発想 こ を 必要 。 モ セルシオ は 、 そ う 考え て いま す 。 決 まり きっ た 手順 や 方 法 を た だ どる だ け で は 、 和 常識 的 な タル マ し か 
生ま れ な いと 思っ た か ら で す 。 し か し 、 モ キル シ オ は 、 そ の クル マ プ 《 り に 対し て ある "ルール "を 持っ て いま す 。「YET の 思想 」g「 源 
流 主義 」。 思 想 ・ 主 義信 う 言葉 か ら も わか る よう に 、 こ の クル マ に は 「 最 高 」 を 追究 する た め の 約 束 事 だ け は 厳し (設け た の で 
す 。YET の 思想 の "YET" と は 、「 し か 6 な ち お 」 を 意味 する 単語 。 例 えば “堂々 ヒ し た フォ ルム "し か も な お “優れ た 空力 性 能 " 
の 閥 得 、 と いう よう に 、 背 反する 事項 を 高 水準 に 両立 きせ よう と する 決意 を 示し だ も の で す 。 一 方 、 混 流 主義 と は 、YET の 要件 
を 実現 する と き に 、 そ の 原因 まで 遡っ て 対処 する こと 。 静 性 を 極め る ぁ な ら ば 、 振 動 や 騒音 の 源 で ある エン ジン や タイ ヤ や に まで 対 
策 を 施し て 解決 を 図 みう と する 姿勢 で す 。 こ れ ら を 全う する こと は 、 け っ し て 簡単 で は あり ませ ん 。 し か し 、 つ ね に 世界 の タル マ だ ちの 


指標 と な る べく 宿命 づけ られ た モル ジオ に と っ て 、 こ の ふた つの ~ 由 し い ル ー ル "こそ クル マ づ くり の 常 蔵 に 他 な ら な い の で す 。 


黙々 と 。 し か し 真剣 に 、 妥 協 す る こと な く 。 毎 日 毎日 、 昨 日 の 自分 を 超え る こと を 目標 に する 。 
た だ ひと つ 、 “最高 の クル マ " と 呼ば れる 存在 で あり 0 続け る だ め に 。 
セル シオ と いう 卓越 は 、 諦 め る こと を 知ら な い 偉大 な 努力 に よっ て 支え られ て いま す 。 


ゴー ル の テー プ を 切っ た 瞬間 か ら 、6 う 次 の レー ス が 始ま っ て いる 。 ス ポー ツ な ど で よ く 使 われ る この 比 際 は 、 ク ル マ ブ 《⑪ に も 見 


事 に 当て は まり ます 。 ま し て 、 モ キル シオ で ある な ら 、 そ れ は この クル マ の 開発 方 針 を の ぉ の を 言い 当て て いる と 考え て いい で し ょ う 。 


言論 を 見 る まで に 何 十 台 の 試作 車 を つく っ また 、 壊 し た か 。 テ スト ュー ス を 何 万 km 走り 続け た か 。 い っ た い 、 図 面 を 何 回 


ゼロ か ら 描 き 直 し た か 。 どの らい 締 密 に 詳細 に シミ ュ レ ーション を 行なっ た か 。 まき に 、 クル で と の 格闘 と 只 え た く な る ほぼ の 工 


計 準 上 呼ぶ に 値する 、 き わ め て 良 《 で きた タル マ 」 と い 


『 価 に 安住 する こと な 、 完 成 を 


返さ れる こと に な り ま す 。「 世 9 


果たし た その 日 か ら 、 次 の 完成 へ 向かっ て 黙々 自ら を 有 磨 き 、 鍛 える 道 を モル シオ は 選ん で いる の で す 。 大 切 に きれ た の は 、 


決し て ひつ の 場所 に と ぼ ま る こと な く 、 欲 深く 前 進ま する 】 妥協 する こ ほ を 開発 の 選択 肢 か ら 抹 消す る 価値 観 。 労 を 惜 し 


むこ と を 良し と し な い 田 気 。「 完 全 」 を 達成 する と は 、 想 像 以上 に 困難 な 作業 で ある こと を セル シオ は 誰 よ 0 も 知っ て いる の で す 。 


ここ に 集大成 きれ た の は 、 人 と 社会 と クル マ の より 理想 的 な 調和 を 日 指す 意志 。 
そし て 、 そ の 意志 を 性 能 ・ 機 能 に 昇華 する 最 先端 テク ァ ロ ジー。 
モル シオ が 、 か つて 、 ど ん な タル マ も 走っ た こと の な い 道 を 進む た め に 。 


『 ク ル マ を 求め 続 


て きだ た セル シオ は 、 自 動車 技術 の 集大成 と 位置 づけ 6 れる 一 台 で す 。 


し か し 、 あ ぇ て 誤解 を 恐れ ず に 言う の な ら 、 そ れ は モル シオ の 本 意 と する と ころ で は あり ませ ん 。 技術 を 


技術 と し て 誇示 する の で は な く 、 乗る 方 々 の 満足 や 社会 の 調和 と い 3 視 』 っ て 、 それ ら を . 


に 機能 


きせ る こと こる 重要 だ 上 思う の で す 。 豊か き の 象 徴 で あっ た タル マ に 対し て 、 環 境 問題 や 安全 問題 に 


つい て の 数 多く の 宿題 が 出 き れ て いる 現在 。 タ ル マ た ちの リー ダー シッ プ を 握る べく 世に 送り 出 き れ た 


セル シオ に は 、 も て る 技術 に よっ て 胃 解 な 回 答 を 


提出 する 義務 が ある と 老 えて いま す 。 その 決意 が 、 数 々 


の 困 区 に 立ち 向かわ せ 、 不 可能 を 可能 と する よう な 、 い (つも の 成果 


=F5 着 て 原動力 と な っ て いる の 


で す 。 人 と 社会 た クル で と の 理 門 ド 存 の た め に 最新 技術 を 集大成 し た も の 。 それ が エル シオ で す 。 


則 (WM 


本 人 4 


ポイ スナ ビ ピゲ ーション 人 も 


億 束 、 ス ノー バー 


地 の 光生 


は 
LU の 


* ダ ん の 民 杖 が 衣 り 下げ 式 
は あり ませ ん 。 お 


章介 は は ゆめ 込 み 


上 E り 出せ 
9 相当 する : 
それ は 社会 や 環境 に 対 ( 能 で 5 s さ て も きわめて 困難 に 思わ れる これ ら 50 
が モル ジオ に は 求め られ た の 


テク ノロ ジー の 最上 端 を 行く オー トマ チッ ク ・ ョ ン が 開発 きれ た 理由 あり ます 。 ド ライ バー ズ 


シー ト ( に 座ら れ だ 方 が 初め て 体験 きれ る 、 世 界 の 高級 車 が 探し 続け た 「 走 る 」『「 員 が る 」「 止 まる 」 が ここ に 述 上 さ れ まし た 。 


セル シオ で ある な ら 、 単 に 数 字 上 上 だ け で は な く 、 実 感 レ ベル で の 高 


ド 能 を 


実現 し な く て は な ら な い 。 い か に パワ フル か 。 い か に 静か で 快適 か 。 


また 、 い か に 経済 性 


長け て いる か 。 そ の すべ て の 要件 は 十 二 分 に 満た され まし た 。 


完全 な エン ジン 。 を その 境地 に 限り な く 近づく た め に 。 


達成 きれ た 省 燃 費 と 台 画 性 。 モ ル シ オ の 走り の 評価 を 

決定 づけ る こと に な っ た 傑作 、4 リ ッ タ ーV8 BEAMS 1UZ-FE は 、 
VVT ji を は じ め ぼ 
す = 


ト ョ ヨタ の 先端 技術 の 採用 で 、 き ら に 


身 に つけ る こと に な り ま し た 。 


レベ ルプ ッ プ し た 性 能 
最 先端 の 制御 シス テム VVT-i。 
VVT 連続 可変 パル プ 

タイ ミン ダグ 機構 ) と は 、 エ ン 

ジン 回 転 数 アタ モル 開 度 


な どの 運転 状況 に 応じ だ 


VVTi 


BEAMS 1UZFE 


最適 な バル プ 月 閉 時 期 を 


に 、 き ら に 良好 な 燃費 と 
排ガス 中 の 訟 事 酸化 物 、 炭 素 
化合 物 な どの 低減 に も 頁 献 し ます 。 
電子 制御 スロ ッ ト ル シス テム (ETCS-i) で 理想 的 な アク セル ワー ク を 。 


で 濡れ た 道 や 、 害 中 走行 な どき ま 


つね に アク モル 開 度 ( 


シス テム 。 ひ と つ 上 の レベ ル 


この 他 に も 、 吸 気 マニ ホー ルド に 吸気 制御 マル プ を 設け 、 
この < セル プ を エン ジン 回 転 数 な ど に 応じ て 開閉 する こと で 、 
全域 に わた る 出力 向上 を 図る 可変 吸気 シス テム (ACIS) を 
採用 する な ど 、 動 力 性 能 を 磨き 上 げ る た め の 細 部 まで の 
取り 組み が な きれ まし た 。 し か し 、* ワ ー ア ッ プ だ け で 


潤 足 する こと を 許さ れ な い の が モル シオ で す 。 こ れ ら の 
性 能 向上 EL5 に 、 世 界 最高 ヒ ペ ベル の 静 赤 性 や 低 燃費 も 
併せ て 向上 し た こと は 、 言 うま で も あり ませ ん 。 


き 『 ら か な 走り へ 向かっ て 。 

5 速 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン (5SuperECT)。 
環境 の 調和 、 気 品 ある 消 ら か な 走り 、 そ し て 世界 
トッ プク タラ ス の 加速 フィ ー リ ンダ 。 モ ル ジ オ な ら で は の 
ト 界 を 求め て 開発 きれ た 、 き わ め て 

イン テリ ジェ ント な オー トマ チッ ク で す 。 ワ イド レン ジ 
で クロ スレ シオ の ギヤ 比 や 先進 の 制御 技術 に よっ て 、 
レス ポン ス の 良い 伸び の お る 加速 感 は 5 ちろ ん の こよ 、 
低 際 費 、 静 鹿 性 まで が 高 次 元 で 実現 きれ て いま す 。 
先進 の フレ ックス ロッ クア デップ シス テム 。 最 先端 の 制御 技術 
(Heo 制 御 ) を 駆使 し て 、 ロ ッ ク タデ ッ プ クラ ッ チ を 運転 状況 に 応じ て 
自在 に 制御 。 低 連 域 か ら ロッ クア ッ プ タラ ッ チ を 作動 きせ る こと で 、 
燃費 を いち だ ん と 向 上 させ る ほほ も に 、 守 ら か な 走り を 実現 し ます 。 
知能 を も っ た 制御 シス テム AI-SHIFT。 ナタ キ ル の 
踏み 込み 量 な ぼ ド ライ バー の 意志 や 登り 降り の 道路 状況 に 応じ て 


部 品 の ひ ほ っ ひ 
オキ 。 例 えば 、 エ ン 


5 半 オ ー ト マチ ッ ク トラン TB 


* を リア ル タ ダイム に 最適 化す る シス テム 。 登 坂路 で は 
変速 回 数 を 減ら し て 清らか な 走り を 実現 、 降 坂 員 で は エン ジン 
プレ ー キ を 積極 的 に 利用 し て 、 フ ッ ト プ レー キ の 負 折 を 軽減 し ます 。 
進化 し た エン : ラン スミ ッ シ ョ ン 綴 合 制御 シス テム 。 
変速 の 進み 具合 を 検出 し な が ら 、 ク ラッ チ 油 圧 と エン ジン の 点火 時 期 、 
電子 制御 スロ ッ ト ル を 協調 的 に 制御 する こと で 、 よ り 滑ら か で ハイ レス 
ボン ス な 変 可 を 達成 。 モ ル シ ジオ の 高 品位 な 走り は きら に 有 磨 か れ ま し た 。 


クル マ の 走行 感 


良い 乗り 心地 、 素 晴らし い 操縦 安定 


うな ずく 絶 対 9 な 到 


乗り 心地 と 静 凍 性 を 磨い た 、 電 子 制御 スカ イフ ッ ク タ エ アサ スペ ンション 。 


封入 し た 空気 に ス デ リン タ 


尼 能 を も た せる 骨 ら れる 


究極 の し な や か る 。 こ の エア ば ね の 特長 と スカ イフ ッ ク 理 論 に 


失っ の 


グッ ー パ ー 制 御 を 組み 合わ せる こと で 、 


モル シオ ト 高峰 の 乗り 心地 を 目指 し まし た 。 


フラ ッ ト 感 、 ぼ っ し り 感 、 メ トロ ー 


磨き 上 げ る だめ 、 そ の 


た め て 実施 。 ま た 


な 動き が な く 、 
わし い 重 量感 に 宮 ん 地 を 開拓 け :、 
5 い 足 まわ り で すす 。(C 仕 様 に 標準) 


車 


と は 、 ほ ん とう に 主 視 的 な もの な の で し ょ うか 。 
大 き な 安 心 感 。 こ れ ら に は 、 誰 も が 
% が ある は ず だ 。 モ ル シ オ は 、 る う 信じ まし た 。 


走る 歓び '、 乗 り 心 地 。 双 方 を 最高 ベル で 進 成 し た サス ペン ショ ン 。 


いた お 定性 と 選 適 な 乗り 心地 の 両 


水 遺 の 課題 も 言え る この 人 省 


次 元 で タリ ア し 


まこ まで も フラ ッ ト な 乗り 心地 も 、 し っ か りほ し た 
見 事 に 調和 きれ て いま す 。 も ちろ ん 、 こ の 基本 性 能 の 高 
ハイ レベ ル な 子 防 安全 を 放 く こ は で も あり ませ ん 
モル シオ と ドラ イ バ ー と の 大 急 な 接 
k に 直接 関わ る 提 


いま し た 。 そ の 半 論 が 


= ステ アリ ング 。 


の 検証 に 関し て 、 


モル シオ で は 、 運 ! 


する 、 新 プロ グレ ッ シ プ ブ 


し か も 力 の 艇 妙 な 


計 練 きれ た 自然 な ! 


感 すぎ な い フ ィ ー ル な ど 、 


実現 きれ て いま す . 


スカ イフ ッ ク 理論 と は 。 

文字 どおり 、 ク ルー が 宙 品 D に 
きれ だ 状態 で 走行 する と 仮定 し た 
上 で 、 シ ョ ッ ク ア プ ソ ツー 
必要 な 語 尾 す 理 論 。 


論 を 基 に 、 各 モン サー か ら の 


導 


この 理 : 


請 報 に 応じ て リア ル タ イ メッ 


制御 する アク ティ プ コ ント ロー ル 
サス ペン ショ ン 技 術 を 応用 、 
モル シオ が つね に フラ ッ ト な 


車両 大 勢 を E る た め の 


制御 を 行なっ て いま す 


え 上 げ ら れ た 


ポテ ン シ ャ ル を 直接 、 道 路 へ と 解き 放つ タイ ヤ 和 を ホイ ー ル に 5 も 、 


セル ジオ は 厳し い 検証 の 目 を 向け て いま す 。 


ー ル も 、 走 り と 静 恵 性 向上 の た め ゅ | 


を の 剛性 を 


徹底 追求 。 性 能面 か ら 5 理想 的 な 形状 が 生み 出さ きれ まし た 。 


静か き 自体 を 、 よ り 心 地 よ いも $ の に する こと 。 例 えば 、 ノ イズ きえ も 
で きる だ け 快 適 な 音 に 近づけ よう と 試み る こと 。 静粛 の た め の 
テク ノロ ジー は 、 セ ル シ オ で 間違い な く 、 そ の 頂点 を 極め まし た 。 


「 満 足 」 の を の 上 へ 。 心 や すら 6 ぐ 静 か さき を 、 き ら に 深め た セル シオ 。 
義 に 基づい て 、 振 動 - 騒 音 の 発生 源 か ら の 「 静 か き 」 を 


求め 続け た モル シオ 。 そ の 、 レ ペル が 違う と 6 表現 で きる 
静 恋 性 は 、 き ら に 新た な 領域 へ と 進化 し まし た 。 
車外 か ら の 音 を より 押え る た 例え ば フロ ア 」 


ンダ ー コ ー ト の 


新 素材 や エン デン アン ダー カバ ー の 採用 と いっ た 、 い わ ば クル マ の 
裏側 の 見 えな い 部 分 に まで 配慮 し た の を は じ め 、 風 切り 音 を 
低減 きせ る 目的 で 、 ド アミ ラー の 形 ま で も が 設計 る れ て いま す 。 

また 、 制 振 ・ 防 音 の た の 単位 で 

ウイ ンド ゅ ガラ ス を 厚く する 、 吸 進 音 材 の 性 能 * 配 置 $ 検 証し 直す 


マ 何 ミ 


な ぼ の 入念 な 対策 も 施 る きれ まし た 。 も ちろ ん 、 


ディ ファ レン シャ ル ま で の 直線 配置 、 い っ そう 


1 剛性 な ぼ の モ ル シ オ 独自 の 基本 デザ 


ポ 流 主義 "を 


し コン ピュ ー タ 解析 し た 


で ボディ シェ ル を 


徹底 きせ る 


結果 生ま れ 穫 邊 に 押 き ぇ 込む た め に 


(rna 


3 


主 カ デザ イ と の た め の 風 滑 実 


自ら の アイ デン ティ ティ を 結 に する た め の 、 フ ォ ル ム 。 


高 の 存在 で あり 続け る と たい う ア イデ ンジ ティティ を 真 に 継承 すべ く 、 


旬 的 な 4 灯 の 


エル シオ の フォ ルム は 表現 きれ まし た 


プ 。 力 強い ダリ ルス ポー ティ な 表 ] 


フェ ンダ ー。 そ の 進化 の 中 に も 、 し か し 、 モ ル ジ オ が 
E 張 する デザ イン ボリ シー は 吐 か れ て いま 


モル シオ で ある 
美しき が 導く 《、 フ ォ ル ム の 高 性 能 。CD 値 0.28。 
燃費 、 静 一 性 、 車 両 安定 性 、 操 


5 に 考慮 する な ど 、 


は 想像 6 つか な いよ うな 


々 LE し た デザ イン 


ご 空力 性 能 を 達 | 


s 極 論 す れ ば 、 こ の よう な 定義 きえ 可能 な の か も し れ ま せん 


た クル マ 」 の 頂 目指 す セ モル シオ に は 、 の よう に 、 ア クティ ブ ・ セ ー フ ティ (和平 防 安全 )、 パ ッ シ プ ・ 


例 ) E も に 、 現 在 考 えら れる トヨ タ の 安全 技術 の 粋 が 投入 きれ て いま す 。 し か し 、 モ セルシオ は 、 技術 の 物量 だ { 


= 生か きれ て いる の か 、、 
の 高き を 誇り た い 世界 の きま ぎ ま な 安 信 基 準 に 対応 する の は 当たり 前 の こと 。 セルシオ で 


上 の きら に 上 厳し い レ ベル を クリ ア し な けれ ば な ら な い 。 自ら に 


クル マ が 手際 な ポテ ン シ ャ ル を 狂 得 する ほ き 、 そ れ は また 、 舌 入 な 
安全 も 獲得 すべ きよき 。 を の 信 條 の も 上 に 基本 を 鍛え 、 技 術 を 磨き 、 念 入り に 
テス ト を 重ね 。 モ ル シ オ は 、 自 己 最 高 の 予防 安全 を 身 に まとい まし た 。 


事故 は 予防 で きる は ず 。 そ の 信念 の も と に 追求 し た 安全 性 能 。 
モル シオ の 安全 を 地 を て いる も の は 、 自 ら の 基本 竹 能 の 高き に 

他 な り ま せん 。 理 想 と する ほこ ろ は 、 足 まわ りや プレ ー キ や 

エン ジン を 徹底 的 に 磨き 抜き 、 第 え 上 げ る こと で 
安心 感 に 満ち た 「 走 る 」「 曲 が る 」「 止 まる 」 を つく り 出 すこ と 。 

その 部 分 を 硬 か に し て 、 た だ 安全 技術 に 頼る だ け で は 、 ほ ん と う の 
で の セー フ テ ィ は 達成 され な いと 考え て いま す 。 

安全 に 関し て も 二分 に 合格 点 が 与え られ る 茶 本 性 能 の 上 に 、 
モル ジオ は 、「 走 る 」「 有 曲がる 」「 止 まる 」 全 方 位 に を れ ぞ れ の 

機能 が 有機 的 に 連動 する よう 配 虐 を 施し まし た 。 こ こ て で 追求 きれ た 
の は 、 忠 急 回 避 の 運動 性 能 と 車両 制御 シス テム 、 を し て 疲れ に くい 
運転 環境 。 モ ル シ オ の 安定 領域 が 広がる と いう こと は 、 

予防 安全 性 能 の 世界 基準 が 、 ま た ひと つ 広 が っ だ こと を 意味 し ます 。 


「 半 る 」 に 資 南 する TRC、「 曲 が 5」 に 
で 「 下 計 」 を 制 全 

の 機能 が 有機 的 に 
動 す る こ = ト で キル シオ の 安定 人 寺 
を 広げ て いま す 。 


コー ナリ ンダ 時 の 安 心 感 に 貢献 する VSC(Vehicle Stbility Control) 
旋回 時 や 障害 物 を 回 避 す る た め に 急激 な ハン ドル 操作 を し た 
場合 な ど に 発生 する 、 前 後 輪 が ダグ リップ の 限界 を 超え て 潜り 

出し そう な 状態 を 車両 の 各部 に 設置 し た モン サー が 感知 。 

自動 的 に 4 輪 に 適切 な プレ ー キ 制御 エン ジン 出力 の 制御 を 行ない 、 
車 岡 交替 を 安定 させ る シス テム で す 。 を れ ま で コン トロ ー ル が 

難い いよ きれ て きた 松方 向 の 車両 の スリ ッ プ を 自動 制御 する こと で 、 
新た な 予防 安全 の 可能 性 を 示し まし た 。 


に 強く 因 め な い 人 を サポ ー ト する プレ ー キ アシ スト 

セル シオ が 採用 し た 新しい シス テム く プ レー キア シス ト 〉 は 、 緊 急 時 に 
プレ ー キ を 踏む ほ 、 そ の 踏み 込み 速度 と 鷺 み 込み 量 か ら 

緊急 プレ ー キ で ある こと を シス テム が 検知 し 、 強 い 制動 力 を 発生 
させ る 6 の で す 。 い ざら いう と き の 誠 険 回 遊 の 大 切な ポイ ント で ある 、 
プレ ー キ を で きる 限り し っ か り 踏 むこ と を アシ スト し ます 。 

つね に 適切 な 出力 を 。ETCS-i (Elecironic Throtlle COnto| Systemrintelligent) 。 
路面 状況 に 応じ て 、 ア タ ャ ル 開 度 に 対す る エン ジン 出力 を 

金 運転 領域 に わた っ て 最適 に 制御 する 電子 制 抑 スロ ッ ト ル シ ジス テム 。 
運転 の し や すき を 6 た ら す と 同時 面 か ら は 、 つ ね に 造 切な 
エン ジン 出力 を 与え る こと で 、 車 両 安定 性 の 確保 に 資 献 し ます 。 


ンピュータ 処理 、 デ レー キ 油 圧 を コン トロ ー ル 。 

維 れ た 路面 や 雪 道 な 滑り や すい 道 で の 制動 時 や 

急 制 動 時 な ど で も タイ ヤ ロ ッ ク を 防ぎ 、 車 両 安定 性 と 操 能 性 を 
確保 する こと で 、 万 が 一 の 際 の 緊急 回 避 に 資 献 し ます 。 

発進 ・ 加 速 時 に 適切 な 駆動 用 を 確保 する TRC(Traction Control) 。 
雨天 時 な どの 潜り や すい 路面 で の 発進 ・ 加 速 の 際 に 、 

輸 加 モン サー が 駆動 輪 の 空転 を 検知 。 

エン ジン 出力 や 後 輪 プ レー キ を コン ピュ ー タ 制御 する こと で 、 

後 輪 の 空転 を 抑え 、 路 面 の 状況 に 応じ だ 最適 駆動 力 を 

確保 し ます 。 駆 動力 を より 効率 よく 路面 に 伝達 で きる だめ 、 

安定 し た 発進 ・ 加 速 が 行 な ぇ る と E&t 
庭 同 安 定 な ど に も 優れ た 性 能 を 発揮 し ます 。 


VSC 


Vehicle Stsbility Control 


トン サ が 公 加 する と 、 各 橋 の 
プレ ニキ ンク ヤ エ ン ジジ の 出力 を 
肝 間 し 事 末 の 安 定性 を 確保 。 


画 プ レー キア シス ト の 考え 

ライ バー は 、 思 

本 拉 作 度 は 連 い 
も の の 強 ( め 小さ な 制動 力 し か 出 
きか で は あり まね 


2 長 (時 み 純 け ら 
れ ポ 天 動 カ が 低下 する こ は 6 あり まれ 
レー キ が 連 
"の 系 る 宙 動 の 
し あま り 絢 ( 秒 め な い 場合 


イヤ バー が 訪 議 
ゆる め た 時 は 、 抽 動力 の 
らし 、 條 和 感 を 館 成 し て 


ADS 装着 


ABS3E 半 基 車 
・ 急 ブレーキ を 著 む っ タイ ヤ が ロッ ク し や すい 。 
ンド ル を りな が F6 プ レー キン グ す る に 

ー タ イヤ が ロッ タ し だ 場合 、 ハ ンド ル が 効か な い 。 
@ 師 プレ ー キ は 佐 際 を 還 避 する た め の 反射 的 な 
行 全 で それ 以外 は 、 通 常 の プレ ー キ 提 人 
を 行 な 5 よ うに し て (だ きい 。 


ARS 度 ARS 半 了 


モル ジオ の 高い ボテ ンジ ャ ル が 求め る 、 人 高 性 能 な プレ ー キ . 
フロ ント プレ ー キ に は 、 ア ルミ 製 の 対向 4 ボッ トキ ャ リー と 
大 径 ロー ター を 採用 。 踏 な ほぼ に プレ ー キ が 効い て くる 安 
あふ れる 感覚 に デレ ー キ ペダ ル の 剛性 を 実現 し まし た 。 
また 、 ア ンダ 導い て 冷却 性 を 高め る 工夫 を 
する な ど 、 細 心 の 配 虚 を 施し た 性 能 な プレ ー キ よ な っ て いま す 。 
二 満 感知 式 ワ イ バ パー レイ ン モ セン サー が ガラ ス 表 面 の 雨 病 量 を 
検出 する E、 最 適 な 払拭 タイ ミン グ で ワリ イ パー が 作動 し ます 。 


ディ か ら 放 


Week 


衣 詳 い . 最 定 に つい て は 、 大 装備 一 覧 表 を ご 覧 (4<au。 


どの よう な 状況 に あっ て も 、 運 転 者 が リラ テッ タス し て 月限 で 
DTM 
ステ アリ ング を 所 れ WM 転 に っ て 大 切な WM 
この 基本 を 満た す た め に 、 モ ル シ ジオ で は 、 つ ね に 良好 な 視界 ーー 四 軸 | 。 
を 確保 する だ め の き ま ぎ ま な 配慮 が 実施 きれ まし た 。 
ハロ ゲン ペッ ドラ ンプ に 比べ て 、 移 7096 の 消費 電 カ で 芝 の 上 人 
大 


近い 色 6 の 明る き が 得 ら れ ま す 。 
に 保つ 、 オ ー ト レベ リン グ 機 能 も 採用 。 
前 後 の 車 四部 分 に 設置 し た モン サー が 車 高 の 変化 を 検出 


電動 格納 カテ ー ド )。 

タイ プ を 採用 、 斜 後方 の 視界 名 
する は 、 コ ン 線 変更 時 の 後方 確認 な も 、 よ り 的 確 に 
自動 的 に 修正 する シス テム で す 。 乗 車 人 数 や 加減 速 時 の 行 な % る な どの 優れ た 効果 を 発揮 し ます 。 ま た 、 

車 高 * 関わ ら ず 、 つ ね に 一 定 の 光 軸 位置 を C 仕 様 、B 仕 様 に は 超 音波 南 滴 除去 装置 を 設定 。 ト 上 の 
確保 する こと で 、 夜 間 走行 の 安心 感 を 高め る と E も に 、 雨 滴 を 超 音 波 に よる 振動 で 取り 去る こと で 、 雨 中 の 走行 で も 
対向 車線 や 前 を 走る タル マ の 時 し き を 軽減 し ます 。 快適 な 視界 を 届け し ます 。 運 転 者 が 周囲 の 状況 を で きる 
だ け 早 く 、 正 確 に 把握 する た め に て は 何 か 。 モ ル シ オ は 、 
あら ⑩ る 可能 性 を 擦り 、 そ の 達成 に 支 め まし た 。 


ュー タ が ヘッ ド 


アプ の リフ レク ター 角度 を 拡大 し まし た 。 


夫 


も し も の 際 、 ク タル マ は 何 を な すべ きか 。 ま た 、 で きる こと は 何 な の か 。 た だ 、 
世界 の レベ ル を 達成 する だ け で な 〈、 を その こと を 真剣 に 


基 え て 自己 に 


課 し た 上 厳し い ハ ー ド ル 。 を こ に 、 セ モル シオ の 安全 へ の 自信 の づ けが あり ます 。 


ド デ ィ "GOA(Global Outstanding Assessment)"。 
委 空 間 を 確 に 採用 し た 、 
クラ ッ シ ャ ブル に (衝撃 を 吸収 し や すい ) 
和 重 を で きる 限り 吸収 する と 同時 に 、 衝 貞 荷 重 を 
ボディ 骨 格 全体 に 効果 的 に 分 散 き せる 5 の で す 。 日 本 や 米国 の 安全 基準 、 き $ ら に は 
将来 欧州 で 施行 子 定 の 衝突 安全 基準 は 8 と より 、 ト ヨタ 独自 に 設定 し た より 厳し い 目 標 も 
クリ ア し た クラ スポ 世界 トッ プレ ベル の 乗員 保 を 獲得 し て いま す 。 
モル ジオ が 、 乗 員 保 護 の 真 の 世界 基 画 衝突 へ の 対応 
ボ ダ ッ 側 の 変形 を 最小 限 に 抑え る 日 的 で 、 各 ピラ ー、 ロ ッ カ 部 、 ル ー プ 周辺 部 な ど が 強化 
」 きれ て いる 他 、 ド ア 自 体 の 乗員 保護 性 能 も 徹底 する な だ 、 き ま ぎ ま が 対策 が 実施 きれ て いま す 。 


后 排気 工 ク ラス で の 比較 。 


を 図る た め 、 


デュ アル SRS エ アパ ッ ダ (運転 席 ・ 助 手 席 SRS エ アパ バッグ) 。 
SRS エ アバ パッ ダ は 、 シ ー ト ベルト を 補助 する 装置 で す の で 、 
必ず シー トペ ルト を ご 着用 くだ きい 。 

デュ アル SRS エ テバ ッ グ は 万 ーー の 事故 の 際 
強い 役 に 対し て 作動 し 、 シ ー ト ペル ト の 働き と 合わ せ て 、 

運転 者 お よび 助手 席 乗 貞 の 頭 や 胸 の 重大 傷害 を 軽減 し ます 。 
側面 衝突 へ の 対応 を いっ う 徹底 。SRS サ イド エア バッ ダグ 。 
側面 折 突 時 の 強い 衝 藻 に 対し て 作動 し 、 前 席 乗 員 の 

胸部 な どの 傷害 を 軽減 する シス テム で す 。 シ ー ト イッ タ 側 西 に 
内 蔵 きれ て いる た め 、 シ ー| ョ ン に 影響 きれ る こよ な く 

効果 を 発揮 し ます 。 側 面 衝突 に 対応 し た ボディ 構造 、 


肖 方 か 6 の 


ドア 内 部 の す イ ドド アピ ビーム や 
適正 に 配置 きれ た エネ ルギー 
吸収 材 な EE も に 高い 乗員 保護 
性 能 を 確保 し ます 。 

な お 、SRS エ アッ 


ダ は 、 街 内 時 の 
衝撃 が 弱い 場合 は 作動 し ませ ん 。 


人 SRS( 和 員 保護 補助 置 ):Supplemental Restraint System 
肖 手 府 に は チャ イル ド シ ー ト を 後ろ 向き に JR 人 ! 席 に は モル シオ 専用 の 純正 シー 
トペ バー 以外 ウシ ー ト カバ バー を 取り 付け な いな ぼ 、 ご 間 いた だ また い 項 目 が あり ます 必ず 
了 扱 書 を ご 覧 (が * 
還 写 大 は 機能 説 因 の 】 
SRS サ イド エア バッ ク 。 


岐 宙 助手 席 色 に 作動 L た 状態 を 再現 げに 9 の で す 。 な お 、 
実際 の 老 突 時 に は 衝突 側 の み が 作 動 し ます 。 


全席 に 3 点 式 が 用 意 さ れ た 、 多 機能 な シー ト ベ ルト 。 

フロ ント 席 の シー トペ ルト に は 、 前 面 衝突 時 に 強い 衝撃 を 
感知 する と シー トペ ルト を 巻き 取り 、 拘 東 効果 を 高め る 

プリ テン ショ ナー 機 橋 、 き ら に シー トペ ルト に 一 定 以 上 の 
荷重 が か か ら な いよ うに する こと で 、 胸 部 の 傷害 を 低減 する 
フォ ー ス リミッタ ー 機 構 の 双方 を 設定 し 、 よ り 高 い 安全 へ の 
信頼 性 確保 に 努め まし た 。 ま た 、 り 中 央 席 に も 
ELR 付 3 点 式 シー ト ベ ルト が 採用 きれ て いる 他 、 

リヤ 全席 に チャ イル ド シ ー ト 固定 機能 を 設け まし た 。 

デリ テンショナー 検 橋 は 、 何 叶 の 衝 区 が 珍 い 場合 は 作動 し ませ ん 。 


衝撃 感知 ドア ロッ ク 有 解除 シス テム を 採用 。 

万 一 の 条 突 の 際 、 強 い 衝撃 を モン サー が 感知 する と 、 
ドア ロッ ク を 解除 し ます 。"GOA" に 裏づけ られ た 
強固 な ボディ E4 つ の SRS エ アパ ッ グ 、 そ し て きめ 綱 か な 


し か し 、 こ れ ら 充実 し た シス テム の 数 々 が 、 実 際 に は 

一 度 $ 役 立つ こと の な いよ う 、 つ ね に 安全 之 転 を 
心がけ て 〈 だ きる よう お 願い いた し ます 。 

名 上 感知 ドア ロッ タ 衣 除 シス ナム は 、 摘 叶 の 際 が 弱い 場合 は 作動 し ませ ん 。 


乗員 と 客 党 と の 二 次 衝突 へ の 配慮 。 頭 部 の 衝撃 を 緩和 する 構造 。 
一 時 衝突 か ら 乗員 を 守る こと を 目的 に 完成 度 を より 高め た 
ボディ 構 造 が "GOA"。 し か し 、 万 一 の 際 に は 、 

その 衝 届 に よっ て 引き 起こ され る 乗員 客室 の 二 次 衝突 に 
関し て も 6 考 慮 し な けれ ば な り ま せん 。 セ ル シ オ で は 、 

乗員 の 頭 部 な ど を 保護 する た め に 、 フ ロン ト ・ モ エン ター ピラー 

内 部 に 樹脂 リプ 構造 を 採用 し まし た 。 ま た 、 ル ー フ サイ ドレ ー ル 部 や 
アシ スト グリ ッ プ に も 、 衝 撃 を 緩和 する 

エネ ルギー 吸収 構造 を 採用 。 案 内 が 、 で きる 限り 

秒 員 を 傷つけ る こと が な いよ う 考 えら れ て いま す 。 


エネ ルギー を 唄 収 する 半 脂 サ 情 洛 を ビラ ー ガ ー ニ ッシュ 部 
な に 控 用 。 二 次 箇 人 に よる 及 衝 を 最小 陣 に ゆま す 。 


後 席 の 中 央 部 に も 設け られ た 、 ヘ ッ ドレ スト 。 

従来 の 後 席 左右 の ヘッ ドレ スト に 加 ぇ 、 中 央 席 に も 

ペッ ドレ スト を 採用 し まし た 。 使 用 し な い 場合 に は 、 

左 有 席 の 間 に ス マー ト に 収納 きれ る 設計 と な っ て いま す 。 


5 る 室内 設計 や パッ 


E9 の 方 が 個 を 心地 まい NN ピ D ビル は 人 間 の 心理 面 に 


エレ ガン 


開 族 感 を 


室内 の 設計 に つい て 、 セ モル シオ は 、 ま ず 人 間 の こと を よく 知 ろ うと 
発想 し まし た 。 人 間 が 感 か ら 生 まれ る 
きら に 質 の 高い キャ ビン 。 モ ル シ ジオ が 他 の 多く の 高級 車 と 異な る 理由 が ここ に あり ます 。 


と る 開放 感 、 く つろ ぎ 感 の 


セル ジオ が 、 そ の 革 本 設計 


基本 性 


げ る は き 最も 
重視 する . 細 部 まで 


押す る 姿勢 は 、 


9 装備 の 数 


継承 され て いま 


クッ ショ ン ひ と っ 


柔らか い ウ レタ シン フッド の 
最適 座 圧 分 布 
ハー ド パ ネ ル を 設 


ネプ リン グ で 避 


る 独自 の 柱 


採用 。 ま た 、 そ の 席 り 心地 に 


納得 で 


が 重ね られ て いま す 。 


6 に 、 キ ッ ト し た 運転 位置 を 記憶 ・ 


再現 する マイ コン プリ セッ ト 


(C 仕 様 、B 仁 欄 ( 
開 工 学 の 名 に 値する 、 


乗る 方 最 優先 の 機能 と 役 先端 


技術 5 が れ ま し た 。 


座り 心地 ほし まし た 


も 「 快 適 」 の 質 を 高め る アプ ロー チ が あり ます 。 
室内 を は じ め 、 あ 60 る 部 分 の 合理 


追い 求め る こと で 、 セ ル ジ オ は 、 収 納 ス ペース を きわ め て 
大 き (E る こと に も 成功 し て いま す 。 例 えば 、 エ アコ ン を 
小型 化す る な どの 工夫 に 


内 部 の スペ ー ス 効率 が 良く な っ た 結果 得 ら れ た 


っ て 、 イ ンス トル メン トバ パネ ル 


大 型 の グラ ブ ボ ックス は 、CD オ ー ト チェ ンジ ャ 
配 泊 が 可能 に 。 室 内 に 居 な が ら CD が 扱え る と いう 
快適 き が 実現 きれ て いま す 。 

モル ジオ に ふさ わし い 容 量 と 使い や する を 誇る ラゲージ ルー ム 。 

CD オー トチ ェ ン ジャ ー や ファ ー ス ト エ イド キッ ト の 収納 が 

室内 に 移動 きれ 、 き ら 5 に ツー ルケ ー ス や 三角 表示 板 収納 え ペ ー ス の 
立 置 ち 5 十分 に 工夫 きれ て いる た め 、 ラ ゲー ジル ー ム に は 、4706 の 
容量 が 確 隊 きれ まし た (VDA 法 、F パ ッ ケー ジ 装着 車 を | 
み 降 ろ し に 最適 な 開口 部 の 形状 の 追求 を は じゅ 、 

『 ア に 中 間 で 止ま る 機構 を 採用 、 雨 天 時 の 使用 性 を 
高め る な ぼ 隅 々 まで 「 快 適 」 へ の 神経 が 行き 届い 


了 C 仁 和 、B 人 人 億 の モル ジ れ スーパ ー タ イプ サウ ンド シス ナム (と 


* の 


大 


K)。 


5( 解 和 時 ) 人 トラ ンク オー プ ナ 

ォ ー ニ ング 人 作 各 確 認 ぇ 
ウイ ンド み の 開 韻 介 マ イニ ン 割 御 チ ルト 
ルー フ ( メ ー カ ー オ プシ ョ ン ) の 間 


抽 伯 する こ L が で きま す 。 


タップ ボル ダー 

コン アー ルポ ッ タ = 放 
ル ジ オ 独自 の 叶わ 
の 陳 語 まで が 


スタ ッ プ 
朱 り 晒 り の し や す を に 配 し て 設定 き 
れ た スカ ッ フ ブ レー ト 。 フ 


サリ ーッ テッ ト (3.5ADC12V) 


出し 入れ の 


て ぃ まけ 


だけ ます 。 ます よん と す の ロ ゴー タ あ 


セル シオ で ある な ら 、 搭 載 き れる 装備 に も クル マ と 同等 の 完成 度 が 
求め られ る の は 当然 の こと 。 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テム か ら シ フト ノブ ひと つ に 
いた る まで 、 を の 精度 、 操 作 感 は まき に 感動 的 で すら あり ます 。 


質 の 高い 運転 情報 と 、 そ れ を 活用 する た め の 優れ た 操 
クルマ の 運転 を いっ そう 満喫 し て いた だ くだ め に 、 モ ル シ ジオ で は 、 

量 、 質 、 ス ピー ド ほ も に ぬき ん で た 最高 峰 ほ 呼ぶ に ふき わし い 
情報 装備 を 備え まし た 。 ト ヨタ 独自 の 情報 センター か ら 

きま ぎ ま な 最新 情報 が 自動 車 電 話 ・ 携 帯電 話 ( デ ジタル ) の 

使用 に より オン ライ ン で 受け られ る トヨ タ 情 報 通 テム "MONET 

装着 オプ ショ ン ) に も 対応 し て いま す 。 

7 イン チワ イド の 大 型 画面 で 、 ゆ と り の 視認 。 エ レク トロ マル チビ ジョ ン 。 
きら に 大 型 化 きれ 、 視 認 性 に 優れ た 

GPS ポイ スナ ビ ゲ ー シ ョ ン の 機能 を は じ め 、TV 画 面 、 で 軸 貞 は は め み 生成 で す 。 
オー ディ オシ ステ ム 中 空調 の 作動 状況 まで を 表示 し ます 。 

また 、 オ ー デ ィ オ や 空調 な どの 操作 は 、 画 面 上 を 指 で 触れ る だ け の 
タッ チ ス イッ チ で 容易 に 行 な を ます 。 (セル シオ ・ ス ー パ ー ラ イブ” 

サウ ンド シス テム (シス テム 1) と キット で 全車 に メー カー オプ ショ ン ) 
実に 頼 に な る ナビ ゲー ター。GPS ポ イス ナビ ゲー ショ ン 。 
3PS(Global Positioning System) 衛 呂 か ら の 信号 に よ 5 自分 の 
位置 を 計算 。 を の 結果 と 各種 エン サー か ら の 情報 を 利用 し て 、 
地図 上 に 自ら の 位置 を 反映 きせ 、 目 的 地 周辺 まで 音声 と 

剛 面 上 の ルー ト 表 示 に よっ て 遺 案 内 を 行なう 先進 の シス テム で す 。 
新た に 4.7GB の 大 容量 DVD を 採用 し 、 目 的 地 情報 表示 
戸 番 レベ ペル ま で の 住所 検索 、 市 街 図 エリ ア を 大 幅 に 拡 き せ 、 
大 容量 な ら で は の 使い や すき と 機能 の 向上 を 図り まし た 。 


役 品 ディ スプ レイ に 、 


FTPPYYT 


行灯 訂 SACPA 情 報 表示 


イス ナビ ゲー ショ ン 撤 充 検 作 


博幸 機能 
es 邊 まで 晃 設 せる 日 所 E な る 物 が 一 日 で 拒 所 で きま す 。 
MM AUDIOOO】 
池 旨 調 較 マリ アテ の 大 條 拡大 者 細 聞 の パー マリ テ を 大 組 に 時 大 し まし た 全国 969 和 市 を LC いま 
住所 検索 時 まで の ビシ ポイ ント 検索 が 可能 
2 
他 放 
レー 案内 HH で は 間 に よ 3 和 内 を する は は LE、 失 革 ャ ー ド 
久 プ シ ョ )、 
生 放 ULCH 抽 ( ダ ジ タ ん 96NMjsD4t で + 


9.D GPSTDicrenticLGlobel Paiteninx Sysem 
3.VICS( 放 靖幸 * 和 が 
時 上 よび 名 名 神 和則 の な 


8) 同上 


例え \、 ス テア リン グ の 感触 や シフ トノ プ の 形 も 、 優 れ た 操作 性 へ の 大 切な 要素 。 


つね に 的 確 な 状況 判断 確実 
その 実感 が 伝わる 操作 系 の 凌 備 に は 、 


5 Super ECT を 操る シフ トッ プ に も 、 ス テア リン ダ に も 夫 木 目 を 使 


セル ジオ フィール と 呼び た 《 な る よう な ゆとり と 、 操 る 歓び に 満ち た 


心地 よき が 達成 され まし た 。 


技術 の た め の 技 術 で は な く 、 す べ て は より 以上 の 1 


適し 満足 と 安全 の た め に 。 


その 大 き な 可 能 性 を 存 分 に 発揮 し て いる ハイ テク ノロ ジー の 数 々 。 
セル シオ の 中 で は 、 す で に クル マ の 未来 が 始ま っ て いま す 。 


御 を 容 現 し た 、 レ ー ダ ー タ ルー ズ コ ント ロー ル き 


快適 に 、 ま た 安 欠 に な れる の か * 


未 米 を 予感 る せる 車 


クル で の 走り た は 、 ど こま 


問 制 
まで | 


クル マブ 《⑪ の あら ゆる 過 租 で 、 を の 精度 上 毅 密 き と 
追い 求め た モル ジオ が 、 ひ と つの 岡 答 と し て 


あり ます 。 レ ー ダ ー ク ルー ズ ュ ント ロー ル 。 


人 来 の クタ ルーズ コン トロ ー ル を さら に 進化 き 
この シス テム で は 、 車 問 制御 まで も 可能 と し まし か 
\ ン パー 内 に 設置 きれ だ 


請 報 に より 、 設 定 車 速 内 で 


ィ ネ プイ 内 に 表示 。 


トー 
# 告 も な き 


ザー に より 、 車 間 距 離 の 居 れ ま す 。 


モル シオ の 中 で は 、 す で に 次 世代 の 


(ITS<Intelligent Transport Systems>) を 見 据え た 
イン テリ ジェ ント 化 が 始ま っ て いま す 。 (C 信 様 、B 仕 様 に メー カー オプ ショ ン ) 


ドラ 1 ビ ング モニター スイ ッ チ 


シス テム の 典型 的 な 動作 例 


に 作 穫 (介し 
ッ チ で 切り 作 


覧 (だ きい 


胃 で き な い 場合 が ご ぎ 


帝 路 状 況 お よび 大 人 ます 。 必 ず 取 扱 午 を 


刻々 と 変化 する 状況 を 、 よ り 早く 正確 に 伝え る た め に 。 
、 自 光る メー ター そし て 指 | 
え 抜 いた 結果 生ま れ だ た 

オプ ティ トロ ン メ ー タ ー は 、 モル シオ らし く 、 

多 機能 に 仕上 げ ら れ ま し た 。 タ ル マ に 関す る 情報 を 、 

つねに 過 不 足 な く 正 確 に 把握 で きる よう に 。 

信頼 性 や 安全 性 を 高め る た め に も 計 献 する 、 情 報 モ ニタ ー ほ 
し て の 役割 が し っ か 9 と 担わ れ て いま す 。 

マル チイ ン フ ォ メ ーション ディ スプ レイ の 見 や や すい 情報 表示 。 
メー ター 下部 に は 、 リ アル タイ ム の ドラ イブ 状況 や 

ウォ 


プラ ッ ク ア ウト し た 


視認 性 の 良き いう 


能 に 


ング な ぼ を 表示 する マル チイ ン フォ メー ショ ン 


ディ スプ レイ を 設定 し まし た 。 


、 
着 行 時 間 、 包 航 可 能 距 離 な ど E い っ た 項目 の 他 、 
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少な く な っ た こと の 警告 な 


ディ スプ レイ 表示 項目 の 操作 に 
和 有 側 


に 設定 


きれ た ドラ イ ピ ング 


8 央 際 の 小 人 状 態 を 示 T9 の で は あり ませ ん 


マル チイ ン フォ メー ショ ン ディ スプ レイ 示例 ( 層 転 捕 幸 ) 


モル ジオ は 、 ま た 最 
徹底 し た 音響 解析 を 行なう こと で 最適 ! 
ステ ム で 構成 きれ る 、 セ エル シオ ・ ス ー 
ろ ん 、 ス ピー カー 配置 以外 に 
出力 向上 を 図っ た り 、CD オ ー ト チェ ンジ *+ 
する こと で 伝送 
モル シオ な ら で は の 配慮 が な され て いま す 。 

きら に クリ ア な 音 を 求め て DSP(Digital Signal Processor) 採 用 。 

背 量 や 音質 な 『 ぼ を デジ タル 処理 し 、 劣 化 の な い ク リア な 音質 

実現 する シス テム 。 ま だ 、 こ の こと で 聴く 方 の 好み に あっ た 

きま ざま な 音質 ・ 昔 場 再 現す る こと も 可能 と な り まし た 。 

つね に 最適 な 音量 ・ 音 質 を 届け る ASL(Automatic Sound Levelizer) 。 
騒音 の 変化 を ! 
周波 数 特性 も 自動 的 に 変化 きせ る こと で '、 走 行状 況 の 変化 に 


で オー ディ オ を 陸 く こと が で きま す 。 


癌 の リス ニン グル ー ム 。 オ ー デ ィ オ シス テム 。 


シス テム 。 も ち 


ち も 、 ア ンプ を 


な 音質 を 


カセ モットー 人 AME 
CD ォ ー ト プチ 


キー 体 AN/FA 


内 宗  | 


POT 


| 匠 


cwwaumm 。 | amm | 際 補 定 


= ウ ュ ゴイ キン 6 0/L| シュ シン 557 し 


雪氷 例 | ^ イ キン s0m/ | ヘイ キン 7.5a/ 


ツウ コウ ジカン 4:06 


| 
キュ ウ ュ コン 39 250m ツウ コ 9 カ 2 482ka 


マル チイ ン フォメーション ヂ ィ イス プレ イ 示 開 ( ゆ 


アン オイ ん 屋 馬 ッ 


内 徐 


9 サタ ンプ 


誠人 リヤ ラン プ タマ ギレ 
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あら の る シス テム ・ 普 備 は 、 を こ で 働い て いな い が ご ま 
自然 に 乗る 方 を サポ ー ト する こと こそ 理想 。 モ ル シ ジオ が 大 切 に 
し た の は 、 あ くま で も 人 間 最 優先 の 夏 か る 、 真 の ホス ピタ リティ で す 。 


すべ て の シー ト に 最高 の 快 道 も を 。 マ ル チ ゾ ー ン オー ト エ アコ ン 。 盗難 へ も 細心 の 対策 を 。 モ キュ リティ シス テム 。 
キー に 固有 の ID= よ 。 


モル ジオ の 空調 は 、 運 転 者 同乗 者 それ ぞ れ の 好み の 温度 が それ ぞ れ の イタ 


設定 で きる マル チ ゾ ヅ ー ン オー ト エ アコ ン ( フ ロン HFC134a 便 用 ) エン 


了 する コン ピュ ー タ が 、 自 分 の 5 つ ID コ ー ド の 
致し た 場合 の ヵ 
許可 する エン ジン イモ ビラ イザ ー 


に よっ て 行なわ れ ま す 。 こ れ は 、 風 の 流 # 照合 を 行 が 
E 右 を れ ぞ れ の 風 の 吹き 出し 温度 お よび 喘 
制御 する 5 の 。 セ ン サ ー に よる 、 キ ャ ピン 左右 の 日 射 量 情報 


か ら の 温度 コシ トロ ー ル まで が きめ 細か く 実 現れ ま し た 。 ま た . 


この エフ 


コン は 小型 ・ 経 量化 も 徹底 きれ て お り 、 計 音盤 周辺 の 室内 に 不正 に 
パッ ケー ジン グ な ら び に 省エネ ルギー・ 省 資源 に 8 寄 号 し て いま す 。 開け て 

きら に 快い 密 内 環境 の た め に 、 内 外気 自動 切替 と ステ ム を 採用 。 侵入 きれ た 際 に 
警 告 音 を 発する 


車外 の 排気 が ス な ど に 合 ま れ て いる 特定 の 成分 (CO、HCS 


セン サー で 検知 、 そ の 濃度 に 応じ て 自動 | 
切り 替え 


きら に フレ ッシュ な エア で 、 よ りき わ や か な 室内 を 


吸い 込み を 内 気 モー 機能 5 同時 に に Du 


備え られ て いま す 。 


ン イ モビ ライ ザー 説 胃 図 


乗員 の 方 を 紫外 線 か ら お 守り し ます 。UV カ ッ ト 機能 。 
モル シオ で は 、 ウ イン ドッ 


全面 に 

R 届 収 機能 と UV カ ッ ト 機 能 を 採用 し まし た 。 
日 焼け や と ャ ツバ カ ス な ど 肌 の UV カ 2 トウ イン ド 2 ガラ ス 説明 較 
トラ ブル の 原因 と な る 革 外 線 を 


90% 一 939% カ ッ ト し ます 。 


1 
1 


加え て . 日 射 エ ネル ギー も 


Ei 


赤外線 を カッ ト す る こと で 鞍 断 する ガラ 
機能 も 採用 きれ て いま す 。 


御 カ スタ マイ ズ 機 能 。 


カッ ャ ー WIKZ の 
し CD | 
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行ない ます 。 詳 し く は 販売 店 まで お た ず ね く 《 だ きい 。 


後 席 が ゲス トル ー ム に な り ま す 。 セ ル シ オ が に 用 意 し た ド バ パッ ケー ジ 。 
後 席 に お 護り に な る 方 を 、 最 上 の ホス ピタ リティ で お も て が し する 
た め に 、 装 備 ・ シ ステ ム を 充実 きせ た の が F パ ッ ケ ー ジ で す 。 
専用 の リヤ シー ト に は 、 電 動 スラ イド タッ ショ ン 、 パ パイ プレ ー タ ー、 
シー ト ヒ ー タ ー、 き ら 6 に ネッ クレ スト 機能 付 電 動 ヘ ッ ドレ スト に 
いた る まで 多彩 な 機能 が 付加 きれ まし た 。 

また 、 後 席 か ら 助手 席 の 操作 が 行 な ぇ る 助手 席 制 御 シス テム や 
ヘッ ド ホ ンカ モッ トス テレ オ を は じ め 

オー ディ オ や 空調 の コン トロ ー ラ ー が など を 収納 し た 

リヤ 大 型 モ セン ター アー ムレ スト 用意 。 

空調 に 専用 の リヤ エア コン が 設定 され て いま す 。 


春の 後記 や ド アカ ー チ ン ( 了 生 式 ) 
トメ テレ オ 4 


販売 店 半 着 オプ ショ ン 


ン 介 和 式 (EE フロ ント MA 時 / 和 有り 
の 他 に 5 族 あ の 


その : シャ ル を きら に ダイ ナミ > 『 き 放つ 、 鍛 え 抜か れ た サス ペン ショ ン 。 
生み 出 き れ た の は 、 大 陸 を 双 け る ドラ イ ビ ン グ プ レ ジャ ー で す 。 セ モル シオ ・eR 


i 吉 行 に 詳 か れ た 乗り 心地 、 夫 行 安定 性 の 理想 的 な 
堪能 で きる も う ひ と つの セル シオ 、 そ れ が エル シオ ・eR パ ー ジ ョ ン で す 
スプ リン グ 、 ア プ ソ ー バ ー、 ア ッ パ ー ア ー ム な ど に 欧 州 仕様 の 特性 を 
生か し た ユー ロ チ ュ ー ン を 施し 、 よ り 高い 療 り の スタ ビリ ティ を 確保 
また 、 プ ラッ クレ 統一 され た シー ト 表 友 (ブイ 
エー ジッ ト の 設 「。 詳 (は 販売 店 まで お た 
は じ め 、 マ イコ ン 制 御 チ ルト & ス ライ ド 1 


セル ジオ の 走り の 真 
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色 を 旨み 合わ 


一 そ の 他 の カラ ー デ ザイ >。 
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本 共 仁 様 内 装 色 : プ ルー ダレ ー 本 仁 欄 内 装 色 : エ ー ジ ッ ト 本 剖 信 様 内 准 色 : プ ラック 


室内 色 は 、 ア イボ リート 
プル ー ダ レー ほ エ ー ジ ッ ト の 3 公 。 
加え て 、 各 eR バ バー ジョ ン に は 専用 に 


ウー ルキ モケット 仕様 内 革 色 : エ ー ジ ッ ト 


本 仁 様 内 装 色 7 イ 


ウー ル モ ケ ッ ト 化 様 内 吉 


ウー ル モ ケ ッ ト 仁 欄 内装 色 : プ ルー グレ ー 


本 仕 欄 ・ プ テッ タ が 用 意 き れ て 
いま す 。 ま た 、 ウ イン ドウ ガラス | 
つい て は 、 キ ャ ピッ まわ り の 
存在 態 を 際立た せる ダリ ー ン ガラ X を 
浴 装 備 し て いま す 。 

演 貞 の ボディ カタ 
内 公 は 搬 剛 印刷 イン キ の 関係 で 
実際 の 色 E は 異な っ 
見 も 6 こ ほ が あ り ます 。 


で ケッ ト 仁 様 内 導 色 : ブ ルー グレ ー モケット 仕様 内装 色 : エ ー ジ ッ ト 


罰 内 外部 色 一 覧 表 小計 責 定 9 
人様 (F ペ パッケ ー ジ 装着 還 を 合わ ) B 林 2 A 作 欄 
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3 ターーs er に whereg| 回 了 困 図 回 明 図 休 菩 
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一 タイ ヤ を ホイ ー ル 

タイ ヤ に は 225/60R16 98H ラ ジ ケ ル を 控 用 。i ホ イー ル に は 
アル ミホ イー ル を 全 還 に 標準 設定 され て いま す 。 

また 、 錠 き あふ れる クロ ー ム メッ キア ルミ ホイ ー ル を C 仁 様 。 
B 人 拉 に メー カー オプ ショ ン ま し て ご 用 恋し まし た 


テル ミホ イー ル クロ ー ム メッ キル ミホ イー ル 
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メー カー オデ ション ( ご 福 交 時 に 中 し 受け ます ) 寺 詩 取 売 店 拓夫 オプ ショ ン 


A 仁 欄 
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フロ ント フォ ダラ ンプ (1 テ ョ ー) 


PP ビ ウン トス トラ ブラ ンプ 


、 コー ナリ ング ラン プ 
(GPSR1z ナ ピゲ ー ジ mf) 5 


オプ ティ トロ ン メー ター (メー ター 旧 度 コン トロ ー と 付 ) 
アア チイ ン フ ーション ディ スプ レイ Q 
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條 ドア ワン タッ チ 式 パリ ー』 242 
(ドア キー 送検 人 ボ 2、 キ ー 江 人 2 ね み 時 人 
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レーター タル ー ズ ュ ン ト ョ ー ル 
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リヤ コン トロ ー ラ ー( 


SRS す イド エア ッッ グ ( 思 


本 夫 き 4 條 スポ ー タ スチ アリ シグ: ホイ ー ル 本 主 巻き シフ トノ プ | 


本 目 』4 本 スポ ー ク ステ アリ ング ホイ ー ル る 本 本 日 シフ レプ 
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比 24" RS 
52 
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人 状 情 バー カー オデ プション (ご 往 文 時 に 申し け ます ) 和幸 皮 沈 店 装着 オプ テ ョ ン 


50 Cd BR At 林 
| ケー ceR パ ー ジ ョ ン FR イー ジョ ン 
に 半 和 ー 半 
軒 シー ト ま わり ) | 
S き 弥 
- て 和 動 滑 束 式 ヘ ッ ド い レス ト ( 諾 右 席 ) ESZZZTSO) 
1 
シー ト ア シメ ト ダ リッ プ 
画 シ ー ト ベル ト | ア 取 ー 
前 席 電 気 式 テ : 0 付 ELR 付 3 点 式 シ ー ト ペル ト 
(プリ ナン ショ ナー& フ 4 ズミ ッ ター 柚 トバ ッ クル 講 明 付 ) 
固 オ ー デ ィ オ シス テム [ 5 


モル シキ! スー パー ライ ブナ ウ ンド シス ティ = 
(7 スピ ー カ ー) 内容 は 列 列 康 ョ 」 
42322072 チ が 層 
リヤ カット ( り ヤ 大 塵 ンタ ー ア ー ム レス ト 誠 ) 


サパ エアコン (オー ト テ アピ ュ リ ファイヤー 人 ) ER 


LEzr 用 サキ タイ ンド Zzzzs 
(8O0NMHz の 機 導 に の み 地 


ュ CEYEYTTRBDcP 
ピル トイ ンー ルケ ー ス 
OO 5 

還 販 売店 半 着 ー ト テア ビュ = リフ ァ イ ヤ ー 

02 SS BY 
後 席 専用 容 品 カタ ー テ レビ 


モネ 応 ハ ンズ フリ ーネット 


リエ カー チン 需 竿 式 
者 1 メー カー オデ ギョ ン で 証 革 着 タ イヤ も 信 択 で きま す 。 
2 多 ド 7 の ウイ ンド ot マイ コン 側 伯 チル ト & ス ライ ド 電 動 ム ー ン ルー フ の 間 閉 が ドア キー 作 で な 
3 メー カー オプション で 概 準 タイ デ ( 奈 画 ) の ドア ミラ ー、 電 動 リ モコ ン フ ェ ン ダー ミラ ー! 進 択 で きま す 。 
素 4 ハイ ピー ム は ハロ ゲン で す 。 
※5 エレ タ ト ロ マル チ 1 ン (GPS ポイ メス ナビ ゲー ショ ン 付 ) と モル シオ ・ ス メー パー ライ ブサ ウン ド シ ステ ム ( シ ステ ム 1 ) は セッ ト で メー カー オプ ショ ン ほ な り ま す 。 
丈 6 ドア ロッ ク 、 ド ナウ イン ドウ 、 マ イコ ン 制 征 チ ルト 二 ス ライ ド 宣 動 ム ー ジ ルー フ の 開閉 を 行なえ ます 。 
7 本 深 本 准 フ タ 付 コ シ ツー ルポ ックス ほ フ ロン トシ ー ト ヒー ター は モット で メー カー オプ ショ ント な り ま す 。 
※8 マイ コン 制御 チャ ト & ス タイ ド 電 動 ム ー: うう を 謗 択 合 、 専 用 タイ プ ほ な り ます 。 
9 りや 礎 か ら 助 手 席 の ヘッ ドレ スト 、 シ ー ト スタ イド 和 & リ クラ イニ ング を 挫 作 で きま す 。 
10 パッ クル 妥 明 、 電 気 式 チ ンション リ デ ュ ー サ ー 栓 醒 に つい て は り ヤ 中 席 を 除 り 全席 は チャ イル ド シ ー ト 則 定 欄 村 人 5 なり ま す 。 
11 り ヤ は ター ラー 機構 の み 。 
衣 12 ネ ケ ー パ ー ジ ョ ン (和仁) で は 、 和 失地 上海 人 を 除 ) で の 使用 を 上 し て J9 ヤ フォ ダラ ンプ 、 温 ポ パ バネ ルー ター な を 導 備 し で いま す 。 な ち 、 北 海 導 地 区 に は スノー パー ジョ ン ( 間 加 
信 仙 の 内 補 を 富む 失地 仁 人 が 全 玲 付随 な り ま す 。 
失 13 詳し い 設 定 に つい て は 岩 売 店 に お た ず ね (だ きい 。 
※14 エレ クト ロマ ル チ ビ ジョ ン 映 益 時 の み 。 
9 メー カー オプ ショ シン は ご 革 文 時 に 中 し 受け ます 。 メ ー カ ー の 二 電 で 計 着 る た め 、 ご 住 文 後 は 受け で きま せん の で ご 了 硝 が きい 。 


還 ス ー パ ー ラ イプ サウ ンド シス テム の 内 容 


放送 局 名 表示 ASL 
エレ タ ト m AM/FM マ ル チ | フル p ジ ッ ケ チェー| ASL 
の 40 FR | AM/FM マ ンチ | 2 と 22 ク 1D ビ オー ロリ 2 HE 


ドル ピー お よび 還 は ドル ピー 研究 所 の 登録 商標 で す 。 


トヨ タ セル シオ 主要 諸 元素 


で 作 様 B 作 様 A 人 様 
江 層 条 
還 車 両 穫 式 ・ 東 両 式 GFUCE2LAEAOKWI | GFUCELAEAQK | GFUCFO.AEAGKW2| GFUCF2DAEAGK UCFLAEAN 
電 硬 性 角 沖 商 重 筐 k 交 きす 1.800 間 4 1.770 計 1.770 1.750 六 』 1.740※ 
両 紅 He] 3.075 2.0454 085 5 
入国 m 
本 エ シラン mi 1OZFE 
El Ya 人 筒 DOHC 
使用 堪 料 無鉛 デレ ミア ム ガ ッ リン 
EMI g 3.96 
内 穴 ※ 和 程 mi 87.5x82 
記 拉 比 105 
長押 ホッ ト は HOV (TS) /rpmu 306(@m0)/6.000 
玉 た bz タッ NrmOesrm) rpm 4@2(074.000 
坦 料 伺 給 装 軒 EFI( 電 子 制御 式 敵 料 噴射 装置) 
地 笠 タン ク 登 g 還 
還 寺 法定 員 企 胡 ma すま.995 
欠 和 由 1 
人 門 1.ds 1.485 
ホイ ー ル ベース mm 2.850 
キッド (W 門 1575 
(9 由 1575 150 
最低 地上 高 mm 135 150 
琵 内 ( 長 ) m 2.095 
ET 門 1.50 
Eult) 円 1.180m7 
EEZ3N 四 5 
還 ス テア リン グ ・ ステ アリ シング: パワ ー ア ジスト 付 ラッ ク & ビニ オン 
タン ペ シ シ ョ ン 。 サス ペン ショ ン (0) ダブ ルウ イッ シュ ポー ンコ イル ば ね 
友和 方 式 。 サス バジ 2) アプ ルウ イ ララ ニ ボ ポー ン 天 コア ば お 
プレ ー キ (前 ) ペン チレ ー テ ッ ドア ィ スタ 
プレ ー キ ( 箇 ) ズン チレ ー テ メド ディ スグ 
也 和 方 式 後生 
還 反 ・ 洲 送 第 
記 が 
(Nr 暗 
素 志 
5 
後 叶 3.41 
Ed 3.266 


座 1F パ ペッ ケー ジ 兆 電 の 下 商 型 式 は 本 尾 に (F) が つき ます 。 若 2 eR パ ー ジ ョ ン 狗 基 の 江 
に は 10kg 加 し ます 。 拓 に マイ コン 定 御 チル トス タ イド 香 動 ム ー シ ル ー フ 庄 者 時 に は 20kg 夫 加 し 
いま す 。※6. メ ー カ ー オ プシ ョ ン 装 基 に より 事 下 識 が 1.770kg を 引 
『 ッ ト 館 L グ ロス 依 が あ 0 ます 。『 グ ロス は エン ジン 体 で 滑 定 し た % の で 、「 ホ ネッ ト 」 
より 6 ガソリン 自 動車 で 約 15% 和 度 低い 低 ( 自 会 調 で) と な っ て い 
現象 が 区 生 し ます 


て 、3CEGPMHHWAOM4O え は 


は 本 尾 に (G) が つき ます 。※4. エ レク トロ マル チビ ピジョン (GPS ポイ スナ ピゲ ーション 人 益 
す 。 仙 世 抽 上 訂 筑 と し て 、5。 可 変 パ ルプ タイ ミン グ 、 ロ ッ ク ゲ ッ プ 機 恒 付 トル コン を 控 川 し て 
マイ コン 制 爺 チル トス ライ ド 動 ムー シル ー フ 半 着 星 に は 1.150E な り ます 。 便 エッ ジン 出力 

上 幸 し た 場合 ネッ 
iCTTT 


扶 南 楼 で す . 


レギ ュ 


チャ ンス が ワイ ド に ! ] | テ チャ ンス が ピッ ク に ! ] 


昌吉 謙太 者 : ト ヨタ 自動 珠 式 会社 


仕様 なら びに 計 備 は 志 千 なく 変更 する こと が あり ます 。 
に の カタ ログ の 内 容 は '00 生 2 月 現在 の も の ) ボ ディ カラ ー 
お よび 内 装 色 は 搬 有 印刷 イン キ の 開 係 で 実際 の 名 と は 


この カタ ログ に 関す る お 問い 合わ せ は 、 
お 近く の セル シオ 取扱 い 貼 
また は 下 肥 の お 客 様相 談 セ ンタ ー へ 


ト タ 邊 動車 株 式 会 社 お 客 様相 談 セ ンタ ー 
国共 通 ・ フ リー フォ ン ば 0070-800-778899 


] 

| 所 在 地 〒45-B7I| 名 古屋 齋藤 一 丁目 23 の 2 
| オー プン 時 間 月曜 ご 金曜 ( 除 ( 和 日) 
| 9:00<l2:00 13:00 て 7:00 


スピ ー ド は ひか え め に 。 シー ト ベ ルト や チャ イル ド シ ー ト を 忘れ ず に 。 


Drive Your Dr6amWS. ん 、 ま awoWu 示 <. (0 う TOYOTA 
森林 資源 保護 の た め に 再生 紙 を 使用 いた し まし た 。 


